
 

 

第 9回独立行政法人日本万国博覧会記念機構評議員会 
（議事要旨） 

 
１．日時 平成 21年 7月 23日（木） １５：００～ 
 
２．場所 万博記念ビル 4階 第 1応接室 
 
３．出席者 
   議長   川上 哲郎 
   評議員  石毛 直道 
        稲岡 真理子 
        井上 義國 
        上田 正昭 
        加藤 利男（代理出席：小林昭） 

熊谷 信昭 
        阪口 善雄（代理出席：清多義朗） 

野村 明雄（代理出席：中川英樹） 
        原  聰 
        平松 邦夫（代理出席：柳本訓男） 
        堀井 良殷 
                       （敬称略 五十音順） 
   
４．議題 
   （１）平成 20事業年度 業務実績報告について    資料 1  
   （２）平成 20事業年度 決算について        資料 2  
   （３）平成 21事業年度 年度計画について      資料 3  
   （４）その他                    
 
 
 
 
 
 
 

http://www.expo70.or.jp/organization/pdf/soumu/h21/hyogikai_9th_siryo1.pdf
http://www.expo70.or.jp/organization/pdf/soumu/h21/hyogikai_9th_siryo2.pdf
http://www.expo70.or.jp/organization/pdf/soumu/h21/hyogikai_9th_siryo3.pdf


 

 

５．議事内容 
   万博記念機構より資料に基づき上記議題を説明。 
   その後、意見交換。 
    

評議員からの主な意見は次のとおり。 
    
    ○基金事業やその成果について、万博公園だよりやホームページだ

けではなく、更なる PRを検討してもらいたい。 
    

○基金助成対象事業への事後評価を行なったことは前進。今後は、

評価の客観性という観点から、工夫を図られるよう努めてもらいた

い。 
    

○基金事業のうち、国際相互理解の予算枠は堅持してもらいたい。 
     

○エキスポランド跡地については、一般にも非常な関心事となって

いるので、広く外部に意見を聞くことを希望する。 
 
○エキスポランド跡地について、集客力があり、収益のあがりそう

なものを検討していってはどうか。 
 
○エキスポランド跡地については、現在の経済情勢は大変厳しいの

で、投資を生み出し収益を上げることは難しいと認識するべき。 
 
 
 
 
 
 


